
 

＜令和 6年度 事業計画に対する園の主な自己評価＞ 

                

１． 基本方針 

安心・安全を第一に、保育の質の向上を目指すとともに、法人全体の円滑な運営の基礎 

を固め、地域のニーズにも応える事業を展開する。 

２． 事業活動に対する基本的な姿勢 

１）施設経営 

◇保育実践：園の理念の４つの柱（児童の最善の利益の保障、保護者に信頼される温かな支援、地域の子育て支援の

充実、理論と実践の相互啓発による先進的保育）に沿って、施設の特徴と強みを生かす。 

◇保育 ICT システムの更なる活用：システムを導入して３年目となる。機能の更なる活用として「指導案作成」を軌道

に乗せ、保育士の業務負担軽減を目指す。 

◇職員間の協働性を更に高める：管理職とクラスチーフとの円滑なコミュニケーションを更にはかり、保育における

課題解決の検討や行事内容の検討等、活発に意見交換をしながら現場が主体的に進められるようサポートする。 

◇小規模保育園との連携強化：連携施設協定を結び４年目となる。互いの来訪などで保育の環境や状況を共有し合

い、職員研修に参加してもらうなど働きかけ、3歳児クラスへの受け入れが円滑に行えるよう取り組む。 

◆重点的に取り組む事業について  

（１）保育の質の向上（子どもの最善の利益の保障のために） 

・年間テーマ「育ちをつなげる環境」について、保

育アドバイザーの秋田喜代美先生のご指導（年 3

回）を受ける。子どもの内面を適切に読み取る学

びや子どもの主体的活動を支えるための学びを

さらに深め、根拠に基づいた保育実践に取り組

む。近隣園に研修参加を呼び掛け、新たな視点、

情報共有等の機会とし、保育の質向上に活かす。 

・子どもの人権を保障する保育について、『人権擁

護のためのセルフチェックリスト』を活用し、丁寧

に保育実践を振り返る機会を設ける。年度後半

の第三者評価受審を目指す。 

〇12 月に「人権擁護のためのセルフチェック」２回目を実施し、保育士

一人一人が自身の実践の振り返りを行った。 

〇子どもへの関わりや言葉の掛け方等については、不適切と思われる

事例が発生しないよう定期的にチーフ会で確認し合い、必要な改善

点があれば園全体で共有し環境を工夫したりしている。 

〇第三者評価に向けて「園の自己評価票」の作成に取り組んだ。小グル

ープ毎に全項目の作成をしたことで、組織や保育実践に求められる

資質等についてあらためて学ぶ機会となった。 

〇10/31（木）に秋田喜代美先生によるご指導をいただいた。他園の

保育士も参加し、実践事例をもとに意見や情報を交換したり、講話

から学び合ったりする機会となった。 

（２） 保護者支援 

・「持参の取組」「セカンドステップ」は保護者の子

育て力を育むための当園の特徴的な取り組みで

ある。職員間での学びを継続し、内容を深める。 

・発達に関し特に支援を必要とする児童が増加傾

向であり、保護者から相談される事例が多い。理

念の柱である「保護者に信頼される温かな支援」

を目指し、ケース会議、保護者面談等を積極的に

実施し、懇談会で子どもの育ちを伝えるなど、丁

寧な支援を園全体で支えていく。 

〇11/14（木）に、厚木市療育センターまめの木の竹内先生を講師に招

き、「福祉サービス」について学んだ。「受給者証」と「療育手帳」の違

い、「児発」「放デイ」とは、 「マイサポートブック」の活用など、整理し

て知ることができ、保護者への情報提供にも活用していける内容だ

った。 

▲特に 3 歳未満児クラスでの「噛みつき・引っ掻き」等に対する保護者

の捉え方は様々であり、園としてどのように伝えたり共有したりで

きるのか、「子どもの発達の姿の一つ」として片付けるだけで良いも

のか、環境に工夫できる余地はないか等が課題である。 

（３） 地域の子育て支援のさらなる充実 

・厚木市（家庭相談課・療育センター等）との連携

を継続し、虐待防止に向け、育児困難感のある保

護者の発見と支援に引き続き注力する。一時預

かり事業と連携し、支援の必要な親子を丁寧に

支援する。 

・「子育て（療育）相談」の強化に引き続き取り組

む。保健師や保育士の専門性を活かし、不安や悩

みを抱えている保護者が「ほっと」できる場所、

安心して相談できる場となるよう環境を整える。 

〇こども家庭センター等と連携し、要支援家庭の定期的な見守りと一

時預かり優先利用（週２）を実施している。 

〇入室しやすい雰囲気で気軽に相談に寄る場所となっている。相談内

容は子どもの発達、療育、食事面、健康面などの他に保護者自身の

心身の悩み、家庭内の問題についてなど多岐にわたる。 

〇厚木市が取り組み始める「地域子育て相談機関設置」の説明会に、

園長・保健師主任保育士が出席し内容を把握した。 

〇育児講座開催 

〇おもちゃの広場開催… 11/28・11/29 

（４）湘北短期大学保育学科と密接な連携を保ち、互恵的な協力関係を維持発展させる 

・湘北短期大学保育学科と密接な連携を保

ち、互恵的な協力関係を維持発展させる。 

1 年生の保育ボランティア、2 年生の保育実

習、保育補助のアルバイト等を積極的に受け入

れ、実際の現場で子どもと関わる楽しさを感

じ、保育士業務への興味関心を高めるなど保

育士養成に貢献する。 

〇湘北 1年生保育ボランティア 

 湘北保育学科保育実習生 

 湘北保育補助アルバイト 

 他校保育実習生  

〇R7.1月に湘北短大 1年生に向けて特別講話（福田・石井）を

実施予定。保育園の雰囲気、子どもと関わることの魅力等を

伝え、各園での保育実習が楽しみになることを目指す。 

〇保育士が実習生に対して「一緒に頑張ろう」と同じ目線で支

えることで、学生が安心して実習に臨むことができた。湘北

実習生全員（3名）が当園での就職を希望した。 

その他の重点取組より 

（１）安全管理 

・新たに作成した「安全計画」を基に、年間の安全

管理対策を実施し、リスクマネジメント委員会を

主に必要な加筆修正を行っていく。 

・重大事故（食事、睡眠、水遊び）の予防について

は引き続き力を入れ、職員研修等で定期的に学

びを深める。更には万が一、発生した際の対応手

順など一人一人が主体的に考えられるよう訓練

等で取り組む。 

・児童の取り残し事故・ベランダからの転落事故・

不審者侵入など社会的に問題となる事例にも目

を向け、知識や予防方法等を職員間で確認する。 

・新型コロナウイルス、インフルエンザ、ノロウイル

ス等の感染力の強い感染症については、嘱託医、

保健師等に確認しながら「保育所における感染症

対策ガイドライン」に沿った丁寧な予防に取り組

む。 

〇リスクマネジメント委員会が定期的に園内外の安全について話し合

い、必要な周知や改善を行っている。 

△安全計画を基にした訓練や指導等は実施できているが、加筆修正・

保護者周知への対応を速やかに実施するべきだった。 

〇チーフ会議の議題に「事故予防」を入れ、保育実践の中で危険と思わ

れる行動や環境について出し合い、改善に取り組んでいる。また随

時、ニュース記事や新聞記事から事故事例があれば共有し、振り返り

と注意喚起を行うようにしている。 

〇感染性胃腸炎が流行する時期には「汚物の処理方法」についての

DVD を職員が閲覧できるようにし、適切に対応できるよう指導し

た。 



 

 


